
「
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
を
求
め
る

全
国
署
名
」
が
ま

っ
た
だ
中
で
す
。

全
教
や
教
組
共
闘

連
絡
会
、
私
学
の

教
職
員
組
合
や
父

母
懇
談
会
な
ど
で

つ
く
る
「
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
す

す
め
る
会
」
が
呼

び
か
け
る
恒
例
の

の
署
名
で
す
。
檜

山
で
も
毎
年
取
り

組
ま
れ
、
檜
山
教

職
員
組
合
も
９
０

年
の
創
立
来
継
続

し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の

２
５
年
間
で
檜
山
教
組
扱
い
で
延
べ

３
８
万
筆
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
集
約
さ
れ
る
署
名

数
が
二
千
数
百
万
筆
に
も
及
ぶ
年
も

あ
り
、
「
三
千
万
署
名
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
大
規
模
な
署

名
運
動
は
、
少
人
数
学
級
の
前
進
や

高
校
授
業
料
の
無
償
化
な
ど
の
実
現

に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私

学
助
成
や
就
学
支
援
、
奨
学
金
制
度

の
充
実
な
ど
、
教
育
の
無
償
化
や
教

育
条
件
の
改
善
を
求
め
る
流
れ
を
つ

く
り
、
具
体
的
に
道
や
国
の
政
治
を

動
か
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
が
問
題
視
さ
れ
る

な
か
教
育
環
境
の
整
備
が
急
が
れ
ま

す
。
一
方
、
大
幅
な
教
職
員
削
減
や

大
学
予
算
縮
減
を
目
論
む
政
府
の
動

き
が
あ
り
、
署
名
運
動
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
一
月
末

の
集
約
を
め
ざ
し

て
展
開
さ
れ
て
い

る
署
名
運
動
へ
の

協
力
を
広
く
呼
び

か
け
ま
す
。

財
務
省
が
十
月
二
十
六
日
に
示
し

た
方
針
が
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

方
針
で
は
、
今
後
９
年
間
で
小
中

学
校
の
教
職
員
数
を
３
万
７
千
人
減

ら
す
と
し
て
い
ま
す
。
基
礎
定
数
割

合
（
１
０
ク
ラ
ス
当
た
り
の
教
職
員

数
）
を
現
在
の
１
８
人
の
ま
ま
変
え

な
い
で
い
く
と
、
少
子
化
の
影
響
で

平
成
３
６
年
度
に
は
そ
れ
だ
け
減
ら

せ
る
と
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
立
大
学
運
営
費
交
付
金

を
毎
年
１
％
減
ら
し
、
授
業
料
の
大

幅
値
上
げ
を
含
む
「
自
己
収
入
確
保
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
現
在
約
５
３
万

円
の
授
業
料
が
、
同
数
の
学
生
数
と

し
た
場
合
１
６
年
後
に
は
約
９
３
万

円
に
も
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
科
省
や
中
教
審
、
国
大
協
な
ど

が
猛
反
発
し
抗
議
声
明
を
発
す
る
に

い
た
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
教
育
署

名
が
い
よ
い
よ
緊
要
で
す
。

２０１５年１１月１６日 第 10 号
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北海道議会へ 衆議院・参議院へ

1．北海道はひとり親家庭が多く、貧困率も上昇 1．教育予算をＯＥＣＤ諸国並に計画的・段階的に増や

しています。貧困と格差から子どもたちを守る し、ゆきとどいた教育条件をすすめてください。

ため、来年度の教育予算を増額してください。 2．国の責任で小・中・高等学校の 35 人以下学級を一

2．お金の心配なく学べるよう、教育活動に不可 刻も早く実現してください。また、幼稚園や特別支援

欠な授業料以外の教材費、給食費など学校教育 学級・学校の学級編制標準の引き下げをすすめてくだ

にかかる保護者負担を軽減してください。 さい。

3．道独自の少人数学級拡充をめざし、小・中・ 3．教育費の保護者負担を軽減して教育の無償化をすす

高校で順次 35 人以下学級を実現してください。 めてください。

4．学校は地域にとって教育・文化の拠点です。 (1)「高校無償化」を復活し、公立・私立ともに学費の

「学校統廃合」は、保護者・地域・住民の声を 無償化を実現してください。

十分受け止め、機械的に行わないように配慮し (2)私学助成国庫補助の増額と、就学支援金制度を更に

てください。 拡充してください。

5．教職員は、常態化し (3)必要とするすべての高校生・大学生に対する返済不

ている超過勤務や多忙 要の「給付制奨学金」をつくってください。

により、子どもと向き 4．公立・私立ともに豊かな環境のもとで学べるよう、

合う時間が確保されて 教育条件や施設の改善をすすめてください。

いません。ゆとりある (1)臨時教職員ではなく、正規・専任の教職員を増やし

教育環境をつくるため、 てください。

教職員を増員してくだ (2)特別支援学校の「設置基準」をつくり、特別支援学

さい。 校の過大・過密問題を解消してください。

6．障害のあるすべての (3)体育館等の施設を含めた学校耐震化率 100 ％早期に

子どもたちに適切な支 実現してください。

援ができるよう、教職 5．東日本大震災・福島原発事故の被害を受けた子ども

員配置や施設・設備の を守り、学校と地域の要望を反映した復旧・復興をす

改善を行ってください。 すめてください。

すべての子どもたちにゆきとどいた教育を



戦
争
法
制
が
強
行
さ

れ
て
二
月
、
反
対
の
世
論

は
な
お
多
数
で
す
。
平
和

と
民
主
主
義
を
取
り
戻

そ
う
と
す
る
行
動
も
続

き
ま
す
。
発
動
を
許
さ
ず

廃
止
を
求
め
る
声
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

集
会
案
内
を
見
て
、「
木
曜
日
？

六
時
？
行
け
る
わ
け
な
い
し
ょ

っ
」
と
独
り
文
句
を
言
う
。
で
も

組
合
の
仲
間
か
ら
「
大
事
な
時
だ

よ
」
と
言
わ
れ
、
考
え
た
。
そ
し

て
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」

と
思
い
を
固
め
、
年
休
を
取
っ
て

き
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
の
政

治
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
背
景
に

は
私
た
ち
国
民
の
責
任
も
あ
る
と

思
う
。
こ
う
し
て
集
会
に
参
加
し

て
い
て
も
政
治
の
舞
台
で
は
数

に
頼
ん
で
決
め
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
。
無
力
感
が
わ
く
が
、
そ

れ
で
も
黙
っ
て
い
て
は
駄
目
な

ん
だ
と
思
う
。

授
業
進
度
を
気
に
か
け
な
が

ら
の
日
常
の
日
々
が
通
り
過
ぎ
て

い
く
。
で
も
、
高
学
年
の
子
ど
も

な
の
で
、
あ
る
意
味
「
大
人
の
会

話
」
が
で
き
る
こ
と
に
手
応
え
を

感
じ
る
。
「
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
」

を
発
表
し
合
っ
た
り
、
子
ど
も
新

聞
を
取
り
入
れ
て
実
践
に
生
か
し

て
い
る
。
そ
の
際
、
教
師
の
意
見

を
植
え
込
む
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
事
実
を
事
実
と
し
て
伝
え
合

い
、
そ
こ
か
ら
自
分
な
り
の
考
え

を
持
つ
よ
う
気
を
つ
け
て
い
る
。

子
ど
も
は
子
ど
も
な
り
に
精
一
杯

考
え
て
い
る
。
将
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
現
実
と
向
き
合
い
、
自
分

の
頭
で
し
っ
っ
か
り
考
え
て
い
け

る
、
そ
ん
な
人
間
を
育
て
る
こ
と

が
私
の
務
め
だ
と
思
う
。

戦
争
法
反
対
の
声
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

し
か
も
、
政
治
的
無
関
心
と
言
わ

れ
る
層
か
ら
自
発
的
な
行
動
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
き

な
希
望
。
反
対
運
動
が
根
を
張
り
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。
自

分
も
そ
の
一
人
と
な
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
。

教
室
で
は
政
治
的
教
養
を
育
む

実
践
も
求
め
ら
れ
る
。
当
然
時
事

問
題
も
取
り
上
げ
る
し
、
家
庭
で

も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
「
ど
う

し
て
？
」
と
疑
問
を
持
つ
子
ど
も

と
向
き
合
う
と
き
、
大
人
と
し
て

の
責
任
を
感
じ
る
。
安
保
法
制
は

大
変
な
社
会
的
関
心
を
呼
ん
だ
。

女
性
雑
誌
が
と
て
も
分
か
り
や
す

い
特
集
を
組
ん
だ
が
、
そ
れ
は
、

法
制
が
い
か
に
危
険
で
、
推
し
進

め
る
政
治
勢
力
が
い
か
に
無
謀
か

と
い
う
証
で
あ
る
と
思
う
。
今
の

運
動
の
広
が
り
に
確
信
を
持
っ
て

い
き
た
い
。

２０１５年１１月１６日号 ひ や ま 第１０号

道高教組が組合員に配布した「アベ政治を許さない」と印刷されたクリアファイルについ

て、道教委は全校で調査する旨の通知を出していましたが、檜山教組は道教育長宛に下記

の要請文を送付しました。調査は、道議会での質問を受けてのものですが、そもそも組合員

に配布された物品について「調査」すること自体、人権や団結権を保障する憲法に触れる

危うさがあります。何よりも、教育現場を分断し萎縮させる事態は避けなければなりません。

無
力
感
わ
く
が

黙
っ
て
い
て
は
駄
目
な
ん
だ

組合員決起集会での発言から 続 の 続

発言する参加者

北海道教育委員会教育長

柴 田 達 夫 様

秋の深まりとともに寒さの冬が迫っていることを感じながら、貴職への手紙をしたためて

おります。

北海道の子どもたちと教育のために日々意を尽くされていることに敬意を表します。しか

し、その一方でこうして貴職への抗議の意を伝えなければならないことを残念に思います。

私たちは、先に発出された「校内におけるクリアファイルの配布等に関する調査について」

なる通知と、それに基づく「調査」について深い憂慮と遺憾の意を示さざるを得ません。そ

して、その撤回と中止を強く求めたいと存じます。

「配布されたクリアファイルを机上に置く行為は、直ちに同人事院規則に違反するとは言

えませんが」と断り書きをしなければならないように、通知は、個人の尊厳と人権にかかわ

る深刻な問題を孕む危うさがあります。それだけに慎重を期さなければならない課題だった

と言えるのではないでしょうか。

この度の「調査」に至る経緯を見るにつけ、私たちは、「政治的中立性」についてむしろ

ある種の疑義を抱くものですが、それ以上に「調査」の実施が学校現場にどのように影響し

どんな事態をもたらすのかという危惧を深くするものです。

言うまでもなく、学校は、子どもたちが学ぶ場であり、そのために教職員が力を寄せ合う

場です。「直ちに違反するとは言えない」かもしれない事柄も含め「見たこと」を具に報告

させようとするやり方は、正直、教育の現場に身を置く私たちの感覚から理解できかねるも

のです。

調査実施者の意図にかかわらず疑心と監視の狭間に学校現場と教職員を追い込んでしまう

かもしれないという心配は杞憂でしょうか。権力に怯え、上意を窺い、社会的な関心を表明

することに臆病になっていくのではないかという不安は過剰でしょうか。分断された者達が

萎縮しながら子どもたちの教育の仕事に当たらなければならないという状況を察することは

妄想でしょうか。

およそ教育の営みの対極に描かれるこうした事態は何としても避けたい、というのが率直

にお伝えしたかった私たちの思いです。どうか信頼の基盤を掘り耕す施策の発信をお願いい

たします。

私たちは桧山域内の教職員で構成される教職員組合ですが、この地に根を張り、人々の生

活に根ざし、子どもたちの成長を支えたいと願っています。

嵐をやり越した空が高く青く澄み渡っています。地にしっかりと立って歩む子どもたちの

未来を見据え、そのために努力する所存をお伝えして、要請といたします。

２０１５年１０月２２日

桧山教職員組合委員長

石 橋 英 敏

檜山教組

分断し、萎縮させてはならない

自
分
の
頭
で
考
え
る

そ
ん
な
人
間
を
育
て
た
い

発言する参加者

根
を
張
り
継
続
し
た
運
動

私
も
そ
の
一
人
と
な
っ
て

政
治
的
教
養
育
む
実
践

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て

発言する参加者


